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題字は京都労働学校初代校長、故住⾕悦治先⽣の筆です。

　第14回園員総会を6⽉25⽇午後2時30分からラボール京都3
階第1教室で開催しました。
　司会の⾨野昭善理事が開会の宣言を⾏った後、議長に林眞

也氏（京都総評）を、書記に福岡明⽇美（当学園職員）を、

総会運営委員に安部光司氏（連合京都）、中野宏之氏（京都

総評）、武⽥勝臣（理事）の3名を選出しました。
　開会にあたり坂井岳夫学園長が挨拶し、草分隆司京都府商

⼯労働観光部労働政策室長、⼯藤直之京都市文化市民局共⽣

社会推進室長、労働組合を代表して原敏之連合京都会長から

祝辞をいただきました。

　武⽥勝臣総会運営委員長から出席園員数の確認と総会の成

立が報告され、議案審議に入りました。松浦卓也専務理事が

2025年度事業報告、決算報告の件の提案を、続いて監事を
代表して伊藤修平監事が監査報告を⾏った後、議長が決算に

ついて議場に諮り、満場⼀致で承認されました。

　次に、役員の選任の件を松浦専務理事が提案し、中野宏之

総会運営委員から役員候補者の資格確認の報告がありまし

た。議長は役員候補者ごとに議場に諮り、それぞれ満場⼀致

で承認されました。

　報告事項については、坂井学園長が2026年度事業計画の
件を、松浦専務理事が2026年度収支予算の件、資金調達及
び設備投資の⾒込みの件について報告しました。

　総会議事の全てを終えた後、功労表彰が⾏われ、本総会を

もって退任される福島功理事、佐々⽊重光理事、明⽯俊⼀理

事、伊藤修平監事を表彰し、引き続き協⼒と支援をお願いし

ました。

 第14回（通算70回） 

園員総会終了報告
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　公益社団法人京都勤労者学園第１４回園員総会の御盛会を

心からお祝い申し上げます。坂井学園長をはじめ、本⽇御参

集の皆様方には、⽇頃から京都府政の推進に格別の御理解と

御協⼒を賜り、この場をお借りしまして厚く御礼申し上げま

す。

　京都勤労者学園におかれましては、⽣涯を通じて社会の

様々な分野で活躍できる人材を育成するため、就業・就労・

転職・起業等に役立つ知識・スキルの提供や、労働関係法令

や社会保障制度等をテーマとした各種セミナーの開催など、

多彩な勤労者教育の推進に御尽⼒いただいております。

　また、求職者に加え高校⽣や⼤学⽣も対象としたワークル

ール教育やキャリア形成支援、「京都府リカレント教育推進

機構」と連携したリカレント教育の推進にも積極的に取り組

んでいただいておりますことに、深く敬意を表しますととも

祝　辞 

京都市長　松井 孝治

に、感謝申し上げます。

　少子高齢化・人口減少の進展に伴い、生産年齢人口が減少

する中、AIやデジタル技術の進展、価値観の多様化やライフ
スタイルの変化などにより、勤労者の働き方や労働環境は大

きく変化しております。こうした中、リスキリングやリカレ

ント教育の重要性は一層高まっており、勤労者学園の果たす

役割は、今後ますます増していくものと考えております。

　京都府におきましても、今年度から始動した「京都府人材

確保・多様な働き方実現プラン」に基づき、「京都府生涯現

役クリエイティブセンター」を拠点として、キャリアアップ

やキャリアチェンジに向けたIT・DX実践スキルの習得をは
じめ、幅広い分野のプログラムを展開するとともに、リカレ

ント教育の機運醸成と情報発信の強化に取り組んでまいりま

す。

　今後とも、貴学園をはじめ関係団体の皆様と連携しなが

ら、府民一人ひとりが自らの能力を発揮し、夢に向かって挑

戦できる社会の実現を目指してまいりますので、引き続き、

一層のお力添えを賜りますようお願い申し上げます。

　結びに当たり、京都勤労者学園のますますの御発展と、本

⽇御参集の皆様方の御健勝と御活躍を心から祈念いたしまし

て、私からのお祝いの言葉とさせていただきます。

祝　辞

京都府知事　西脇 隆俊

　公益社団法人京都勤労者学園の第１４回園員総会が、盛⼤

に開催されますことを心からお慶び申し上げます。

　また、園員の皆様には、⽇頃から京都市政の推進に格別の

御理解と御協⼒を賜り、厚く御礼申し上げます。

　坂井岳夫学園長をはじめ関係役員・関係者の皆様におかれ

ましては、勤労者の皆様への様々な学習機会の提供を通じ、

生活の安定や、新たな知識の習得にもご貢献いただいてお

り、たいへん大きな役割を果たしておられます。

 　勤労者が新たなスキルの習得に向け、学びを継続される
ことは、御自身のキャリア形成・向上にとっても大変重要な

ものであり、京都市との共催のもと多様なニーズに対応した

講座なども実施していただいており、改めて感謝を申し上げ

ます。

 
 
 

　また、本年３⽉の「公開セミナー」では、キャリアコンサ

ルタントを講師にお招きし、これからの人⽣についてじっく

り考える講座を実施していただくなど、時宜にかなったテー

マを厳選されており、学園が果たされる役割は、ますます重

要なものとなっております。

　さて、昨年度には、これからの京都の２０５０年を展望し

たまちづくりの羅針盤となる「京都基本構想」を策定したう

え、これを礎として、政策分野ごとの方針をまとめた「新京

都戦略」を改定したところです。

  その内容を踏まえ、令和８年度においては、市民⽣活第⼀
の徹底を基本姿勢として、京都の本質的な価値・魅⼒を未来

に継承し、更に高めていく決意であり、「新京都戦略」が掲

げる「ウェルビーイングなまち・京都」の実現に向け、皆様

にお⼒添えをいただきながら、取組を進めてまいります。

　引き続き御支援と御協⼒を賜りますようお願い申し上げま

す。

　結びに、京都勤労者学園が、勤労者をはじめ多くの市民の

ための教育機関として、ますます発展されますこと、並びに

本⽇御参集の皆様方の⼀層の御活躍・御多幸を祈念いたしま

して、私のお祝いの言葉とさせていただきます。
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学園長就任あいさつ

学園長　稲森　公嘉

退任あいさつ

坂井　岳夫

　本年6月25日に開催された第14回（通算第70回）園員総会
をもちまして、学園長を退任いたしました。退任に当たり、

ご挨拶をさせていただきます。

　ラボール学園は、労働組合、地方自治体（京都府、京都

市）および学識経験者の協力の下で、1957年に設立され、
勤労者教育に取り組んでまいりました。現在は、京都労働学

校（リカレント教育講座）、カルチャー教室（文化教養講

座）、英会話教室、パソコン教室をはじめとする各種の教育

事業のほか、勤労者の意識調査、「さわやかわーく――京都
市・働く人の情報サイト」の運営などの調査・資料収集・情

報提供事業を実施しております。

　このうち、京都労働学校では、「資格・実務」、「教養・発

信力・表現⼒」、「心とからだの健康・コミュニケーショ

ン」、「語学」、「IT・デジタル・パソコン」という幅広い領域
にわたって講座を開講しています。これらの中には、勤労者

のキャリアに役立つ多様な技能の修得を支援する講座ととも

に、労働法、社会保障、金融リテラシーといった勤労者の仕

事・⽣活に関わる基礎的な知識の修得を⽬指す講座も含まれ

ています。このうち後者をめぐっては、近時、私たちの⽣活

や仕事に密接に関連する政策が、これまでにも増して、世間の

関心を集めているように思われます。社会保障政策について

は、社会保障国民会議において、消費税率の引下げや給付付き

税額控除の創設が議論されています。労働政策については、規

制改⾰推進会議や⽇本成長戦略会議によって、変形労働時間制

や裁量労働制の改正に関する検討が求められています。これら

の政策に共通するのは、政策の内容が複雑だったり、その影響

が⾒通しにくかったりするために、政策の当否を判断すること

が容易でないということです。すなわち、消費税に関しては、

ゼロにするとか1%にするといった内容⾃体は簡素ですが、そ
れが今後の社会保障に与える影響は不透明です。また、給付付

き税額控除に関しては、これまでも政党の政策として主張され

ることはあったものの、これほどの注⽬を集めたのはここ最近

であり、その内容は⽬新しいものです。さらに、労働時間規制

に関しては、労働法制のなかでも制度内容が複雑な領域の⼀つ

であり、また、規制緩和が過重労働をもたらすとの懸念も⽰さ

れています。このような政策課題をめぐって、私たち⼀人ひと

りが選挙等に際して賛否その他の意⾒表明をするためには、で

きることなら、このような政策の内容や影響を理解しておきた

いですし、すくなくとも、個々の政策が⾃分⾃身の⽣活・仕事

に与えうる影響は把握しておかなければなりません。このよう

な場⾯でも、本学園の主要な任務である勤労者教育が果たしう

る役割は⼤きいと考えています。

　園員の皆さまに、あらためて、本学園の運営へのご指導とご

支援をお願いして、退任のご挨拶とさせていただきます。

　このたび新たに学園長を務めることになりました稲森公嘉

と申します。園員総会でも話題になりましたように、本学園

は来年、創立70周年の節⽬の年を迎えます。依然として本
学園を取り巻く厳しい状況は続いておりますが、本学園がこ

れまで果たしてきた、現在・過去・未来の勤労者の学びの場

としての役割を、次の時代に受け継いでいけるよう、学園長

の務めを全うしてまいりたいと存じますので、どうぞよろし

くお願い申し上げます。

　さて、私の専⾨分野は社会保障法ですが、ご承知のよう

に、本学園では昨年、労働者の意識調査として、社会保障制

度に関する意識調査を実施いたしました。その結果からは、

今の社会保障制度がなかなかまだ理解されていないのだとい

うことを思い知らされました。2008年に取りまとめられた
「社会保障国民会議」の最終報告以来、わが国の社会保障政

策の基本的方向性は、それまでの財政的な持続可能性確保を

名⽬とした歳出抑制路線から、税制改⾰とリンクさせて安定

財源を確保しつつ必要な機能の強化を図る路線へと明確に転

換され、その後の「社会保障・税一体改⾰」や消費税率の⼆段

階での引き上げなどを経て、地道に改⾰が積み重ねられてきま

した。近年では「全世代型社会保障」というフレーズが強く打

ち出されていますが、すでに2009年の「安心社会実現会議」
の報告書で、全世代・全⽣涯を通じた「切れ⽬のない安心」の

実現という考え方が⽰されていました。政権の枠組みにかかわ

らず、守るべきところは守り、改めるべきところは改める。こ

うしたこれまでの歩みは、昨年来の⼆度にわたる国政選挙の

後、すっかり混迷した状況に陥ってしまったように思われま

す。国際情勢を含め、⽇々変転する状況下にあるからこそ、正

確な理解を得て、人々を分断するのではなく、人々の間の紐帯

を再確認するような、地に⾜の着いた議論をすることが求めら

れていると思います。本学園では、今夏に、社会保障の最新動

向を解説する特別講座を予定しておりますが、こうした機会を

通じて、建設的な議論のための共通の⼟台を築いていただきた

いと願っております。

　もとより、本学園の提供する学びは、本来の労働に関わるし

くみや実務等のほか、語学やパソコン、文化等に関する講座も

幅広く提供しております。少しでも多くの方々に利活⽤してい

ただけるよう、関係者⼀同、知恵を絞ってまいりたいと存じま

す。

　本学園は園員の皆様、関係者の皆様に支えられております。

園員の皆様におかれましては、引き続きのご指導とご支援を賜

りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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